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ストの大幅な削減に成功した。

3.2　みなとみらい店

　みなとみらい店は2004年４月，新高島駅の近くにオープ

ンしたショッピングモール「リーフみなとみらい」の１Ｆ

に出店している店舗である。（図４＜口絵＞）この店舗の

特徴はガラスウォールに囲まれた正面入り口に面している

ので，かなり強い外光が入ってくることと，当初一店舗だ

けで使用する予定ではなかったこともあり，空調や点検口，

防炎垂れ壁などの天井設備が多かったことである。その為，

ベース照明を規則的に配灯することが非常に困難な状態

だった。

　その問題点を解決するため，ベース照明もライティング

ダクトを使用したスポットライトで設計した。スポットラ

イトを採用することで，陳列棚やステージの配置換えや，

器具の増減などに対応できるという，メンテナンス上の利

便性も向上した。

　外光が入ってくることを考慮して，通常店舗よりも明る

い1500 ～1800 （机上面，維持照度），ステージ部分に

関しては 2500 ～3000 を設定照度とした。器具は

LC6050（図５）をワイド配光（1/2照度角 80°）でベース

照明として使用した。屋外から見える縦４mのヴィジュ

アルポスター面は，上から下まで均一に当てるためにナ

ロー配光（1/2照度角 20°）を1.2mピッチで配灯した。（図

６）

４．おわりに

　施主側の一番の要望は，店内を明るくし，なおかつラン

ニングコストを抑えることである。既存店舗では，既存設

備に対してランニングコストの大幅な削減，新規店舗では，

更に什器の移動やレイアウトの変更に対して柔軟に対応で

きる照明計画を心掛けた。実際，ランニングコストは半分

近くまで削減し，明るさと演色性が良くなったことで，店

内に活気が出たと喜んでもらえることができた。

　省エネの点においては，技術の進歩もあり，問題なくク

リアすることが可能である。しかし，ショップの照明計画

において重要なのは，ただ満遍なく明るくするのではなく，

抑揚感ある空間を作り出すことだと言える。全体的な明る

さを確保しつつ，入口付近やステージ，壁面などを意識的

に明るくすることで，リズム感ある光空間を印象づけるこ

とが大切である。そのことを念頭に置きながら，これから

も更にイメージを膨らませ雰囲気の良い商空間造りに寄与

したいと思う。

　最後にご指導，ご協力を頂いた全ての皆様に心より感謝

の意を表する次第である。

 （2004年４月28日入稿）
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図６　みなとみらい店　照度分布図


